
集配廃止が延期になった多田郵便局 

　市
民
は
、
佐
渡
市
の
医

療
と
福
祉
の
施
設
運
営
を
不
安

な
眼
差
し
で
見
て
い
る
。
平
成

１６
年
度
決
算
で
、
佐
渡
市
の
病

院
事
業
の
累
積
欠
損
額
は
、
３１

億
４
０
１
２
万
２
０
０
６
円
と

な
っ
て
い
て
、
１６
年
単
年
度
で

は
収
益
２４
億
６
４
６
１
万
１
８

３
０
円
に
対
し
、
費
用
が
２８
億

７
５
８
９
万
３
４
５
円
で
、
４

億
１
１
２
７
万
８
５
１
５
円
の

実
質
の
赤
字
で
あ
る
。
累
積
欠

損
額
は
、
１
年
間
の
収
益
を
超

え
て
い
る
。
合
併
以
前
の
平
成

１３
年
３
月
２１
日
付
け
で
、「
両
津

病
院
の
経
営
診
断
報
告
書
」
が

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
よ
り

提
出
さ
れ
て
い
る
。
５
年
を
経

過
し
て
、
改
め
て
指
摘
さ
れ
た

改
善
項
目
を
点
検
し
て
み
た
が
、

改
善
の
跡
が
全
く
見
え
な
い
。

外
来
患
者
、
病
床
利
用
率
、
医

師
の
補
充
状
況
な
ど
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
現

状
を
踏
ま
え
、
病
院
事
業
に
取

り
組
む
市
長
の
基
本
姿
勢
を
聞

き
た
い
。 　県

は
、
第
４
次
の
地
域

の
保
健
医
療
計
画
で
、
島
内
の

７０
％
の
地
域
医
療
を
担
う
厚
生

連
佐
渡
総
合
病
院
を
中
核
と
し

て
２
次
あ
る
い
は
高
度
医
療
が

開
設
で
き
る
体
制
整
備
を
考
え

て
い
る
。
９
月
末
に
は
、
佐
渡

市
の
地
域
医
療
計
画
も
で
き
る

の
で
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
医
療

行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。
議

員
指
摘
の
両
津
病
院
の
経
営
診

断
の
後
の
改
善
項
目
の
大
半
は
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
医
療

計
画
が
で
き
し
だ
い
腹
を
割
っ

て
話
し
合
い
、
解
決
を
と
考
え

て
い
る
。 　両

津
病
院
の
入
院
患
者

１
３
０
床
で
、
患
者
２
人
に
看

護
師
１
人
の
体
制
と
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
。 

　
　
　
　
　
　
２
人
に
１
人
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。 

　現
在
の
病
床
利
用
率
は

５０
％
台
前
半
、
看
護
師
、
准
看

護
師
は
何
人
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
現
在
、
助
手
を

含
め
て
６３
人
だ
。 

　手
元
の
資
料
で
は
、
看

護
師
３５
人
、
臨
時
４
人
、
准
看

護
師
１４
人
、
臨
時
１
人
の
５４
人

だ
。
こ
の
人
数
で
何
人
の
入
院

患
者
を
看
護
で
き
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
現
在
、
へ
き
地

診
療
な
ど
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
分
も
含
め
て
８０
〜
８５
人
の

入
院
対
応
と
聞
い
て
い
る
。 

　私
が
聞
い
て
い
る
の
は
、

両
津
病
院
の
看
護
体
制
は
２
対

１
か
と
聞
い
て
い
る
。
課
長
は

そ
の
と
お
り
と
答
弁
し
て
い
る
。

看
護
師
と
准
看
護
師
で
５４
人
だ

と
、
１
０
８
人
の
入
院
患
者
の

対
応
が
で
き
、
８０
数
％
の
対
応

が
で
き
る
人
数
だ
。
現
在
は
５０

％
台
だ
。
何
人
の
看
護
師
が
余

分
に
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
議
員
の
言
わ
れ

る
数
字
だ
と
、
１６
人
多
い
か
と

思
う
。 

 

祝
　
優
雄
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

改
善
さ
れ
な
い 

　
　
　
　病
院
経
営 

　弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
第
一

撃
は
防
ぎ
き
れ
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
対
ミ
サ
イ
ル
レ
ー
ダ

ー
設
置
へ
、
島
民
の
不
安
が
拡

大
し
て
い
る
。
最
大
の
リ
ス
ク

は
島
民
の
生
命
と
財
産
が
守
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

　総
合
的
に
島
民
の
安
全

を
守
る
立
場
か
ら
レ
ー
ダ
ー
は

必
要
。
民
生
安
定
策
は
旧
金
井

町
と
の
い
い
関
係
を
ベ
ー
ス
に
。 

　環
境
の
島
づ
く
り
、
景

観
条
例
、
世
界
文
化
遺
産
指
定

を
目
指
す
政
策
と
の
整
合
性
は

ど
う
か
。 　無

い
に
こ
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
歴
史
的
経
過
で
既
に

基
地
は
存
続
し
て
い
る
。 

　現
在
の
レ
ー
ダ
ー
は
選

択
不
能
の
占
領
政
策
の
遺
物
。

住
民
投
票
や
高
校
生
以
上
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
島
民
に
選
択

権
を
。 　住

民
投
票
は
考
え
て
い

な
い
。
環
境
問
題
が
ク
リ
ア
す

れ
ば
容
認
。 

　レ
ー
ダ
ー
に
関
す
る
情

報
を
広
報
等
で
市
民
周
知
を
。 

　説
明
は
民
意
の
代
表
で

あ
る
議
会
に
。
テ
レ
ビ
を
媒
介

に
市
民
に
情
報
開
示
し
た
い
。 

 

サ
ー
ビ
ス
低
下
許
す
な 

　民
営
化
後
、
経
営
的
に

重
荷
と
な
る
過
疎
地
の
郵
便
局

と
サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
を
意
図
し

た
島
内
６
局
の
集
配
廃
止
計
画

は
、
議
会
と
市
長
の
協
同
行
動

で
平
成
１９
年
３
月
ま
で
の
延
期

を
勝
ち
取
っ
た
。
今
後
も
計
画

撤
回
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
な
い

よ
う
郵
政
公
社
に
要
請
を
。 

　離
島
の
特
殊
性
を
訴
え
、

議
会
と
一
体
と
な
っ
て
民
営
化

後
も
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
要
請
し
て
い
く
。 

 

　
小
佐
渡
ト
ン
ネ
ル
と 

　
国
営
小
倉
ダ
ム
周
辺
整
備 

　小
倉
―
丸
山
間
の
小
佐

渡
ト
ン
ネ
ル
は
国
仲
へ
の
生
活

道
路
と
し
て
前
浜
地
区
住
民
の

悲
願
。
救
急
３０
分
実
現
の
た
め

に
も
早
期
の
着
工
を
。 

　南
部
へ
の
重
要
ト
ン
ネ

ル
で
あ
り
、
早
期
完
成
を
県
に

要
望
し
た
い
。 

　環
境
保
全
、
景
観
保
護
、

地
域
振
興
の
視
点
か
ら
小
倉
ダ

ム
周
辺
整
備
計
画
の
早
期
策
定

を
。
ま
た
、
基
金
運
用
は
地
区

推
進
協
の
計
画
尊
重
を
。 

　地
域
振
興
策
と
し
て
事

業
基
金
を
活
用
し
た
整
備
計
画

を
検
討
中
。 

　
　
　
　
　
　
基
金
は
条
例
、

規
則
に
逸
脱
し
な
い
限
り
地
区

推
進
協
計
画
を
実
施
。 

　５
割
減
減
米
栽
培
へ
の

減
収
補
償
継
続
を
。 

　
　
　
　
　
　
支
援
は
継
続
、

水
準
は
関
係
機
関
と
協
議
。 

 

小
田
　
純
一
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

ガ
メ
ラ
レ
ー
ダ
ー 

島
民
に
選
択
権
を 

聞 



　大
き
く
見
通
し
を
誤
っ

た
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
合
併

当
時
計
画
し
た
事
業
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
病
気
の
人
、

お
年
寄
り
、
子
供
た
ち
に
は
手

厚
い
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
分
健
常
者
に
は
我
慢
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
佐
渡

市
は
い
わ
ゆ
る
「
負
け
組
」
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
弱
い
立
場
の

人
た
ち
へ
の
施
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　２
度
に
わ
た
る
合
併
特

例
債
の
見
直
し
で
、
約
６
０
０

億
円
か
ら
４
０
０
億
円
に
な
っ

た
。
お
説
の
と
お
り
、
弱
者
に

対
す
る
一
定
の
配
慮
が
必
要
で

あ
り
、
住
民
に
で
き
る
こ
と
は

我
慢
を
し
て
い
た
だ
き
、
民
間

に
任
務
を
負
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
必
要
。 

　国
体
の
３
年
後
の
平
成

２４
年
に
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
が
新
潟
県
に
予
定
さ
れ
て
い

る
。
佐
渡
市
に
い
く
つ
か
の
種

目
を
誘
致
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。 

　建
設
計
画
を
見
直
し
て

お
り
、
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

は
１９
年
か
ら
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。 　い

わ
ゆ
る
２
０
０
７
年

問
題
の
団
塊
の
世
代
の
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
の
た
め
、

例
え
ば
、
１
０
０
坪
に
２
Ｄ
Ｋ

の
建
物
付
で
９
０
０
万
円
で
佐

渡
市
が
売
り
出
す
と
い
う
こ
と

は
ど
う
か
。
多
く
の
佐
渡
出
身

の
中
に
は
、
子
離
れ
も
し
た
の

で
佐
渡
へ
帰
っ
て
住
み
た
い
と

い
う
人
た
ち
も
い
る
。
ま
た
、

か
つ
て
の
記
者
仲
間
に
は
、
４

月
か
ら
１１
月
ま
で
住
み
た
い
と

い
う
人
も
い
る
が
、
ど
う
か
。 

　い
い
提
案
な
の
で
、
検

討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。 

　中
高
一
貫
校
の
決
定
が

間
近
だ
。
佐
渡
市
と
し
て
は
両

津
高
校
が
適
当
と
思
う
が
、
ど

う
か
。 

　ど
こ
の
高
校
に
す
る
か

は
県
が
最
終
決
定
す
る
が
、
利

便
性
と
市
立
中
学
校
の
統
合
計

画
を
配
慮
し
て
協
議
を
進
め
る
。

２０
年
４
月
１
日
開
校
と
な
る
見

通
し
で
あ
る
。 

　「
し
尿
の
汲
み
取
り
を

頼
ん
で
も
、
な
か
な
か
来
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
市
民
の
不
満

が
あ
る
が
、
処
理
場
の
能
力
が

足
り
な
い
の
が
原
因
だ
と
い
う
。

２１
年
建
設
予
定
を
前
倒
し
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

か
。 

　お
説
の
と
お
り
で
、
当

面
様
々
な
工
夫
は
す
る
が
、
建

設
の
前
倒
し
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

猪
股
　
文
彦
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

中
高
一
貫
校
は 

　
　
両
津
高
校
に 

　城
腰
集
落
が
「
戦
後
６０

年
、
む
ら
の
戦
争
体
験
記
」
を

発
行
し
、
「
今
こ
そ
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
子
や
孫

に
語
り
継
ぐ
使
命
が
あ
る
」
と

ま
と
め
た
が
、
今
年
８
月
１５
日

の
小
泉
総
理
の
靖
国
神
社
参
拝

を
批
判
し
た
加
藤
紘
一
代
議
士

邸
が
右
翼
に
よ
っ
て
放
火
さ
れ

た
。
戦
前
、
治
安
維
持
法
に
一

人
国
会
で
反
対
し
た
山
本
宣
治

代
議
士
が
右
翼
の
凶
刃
に
命
を

落
と
し
た
が
、
戦
後
６０
年
、
ま

だ
靖
国
の
戦
時
思
想
が
横
行
し

て
い
る
。
自
民
党
も
小
泉
総
理

も
声
明
一
つ
発
し
て
い
な
い
。

靖
国
事
件
の
認
識
不
足
だ
、
ど

う
思
う
か
。 

　加
藤
邸
の
放
火
は
許
し

難
い
。
こ
れ
を
許
さ
な
い
社
会

の
仕
組
み
が
大
事
だ
と
思
う
。 

　病
院
の
組
織
・
機
構
は
、

市
長
↓
助
役
↓
部
長
↓
課
長
↓

病
院
部
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
経
営
は
で
き
な
い
。
両

津
病
院
の
薬
剤
師
不
足
で
是
正

勧
告
が
出
て
い
る
が
知
っ
て
い

る
か
。 

　
　
　
　
　
　
休
憩
中
に
病
院

に
照
会
し
た
。
１
月
１１
日
付
け

で
是
正
勧
告
が
出
て
い
る
。
知

ら
な
か
っ
た
。 

　自
・
公
内
閣
は
、
佐
渡

の
老
人
６
３
０
０
人
か
ら
１
億

３
０
０
０
万
円
、
１
人
当
た
り

２
万
３
０
０
円
を
増
税
。
知
的

障
害
者
の
通
所
負
担

を
ゼ
ロ
か
ら
一
気
に

２
万
１
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
た
。
来
年

夏
の
参
議
院
選
挙
で

は
弱
者
一
揆
で
自
民

公
明
を
過
半
数
割
れ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
市
民
は
怒
っ

て
い
る
が
、
事
実
を

認
め
る
か
。 

　市
税
は
６５
歳

以
上
１
億
２
８
０
０

万
円
の
増
。
納
税
者

は
３
１
０
２
人
増
。
国
保
は
１

３
９
７
万
円
の
増
（
影
響
人
員

３
６
９
０
人
）
。
知
的
障
害
者

の
負
担
金
は
７
０
０
０
万
円
の

増
。 

　加
賀
市
政
報
告
を
見
て
、

沢
根
の
加
藤
誉
雄
さ
ん
が
、
戦

時
中
に
稲
で
航
空
燃
料
の
ア
ル

コ
ー
ル
を
作
っ
た
貴
重
な
資
料

を
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

頑
張
れ
と
激
励
を
し
て
く
れ
た
。

早
速
職
員
を
連
れ
て
加
藤
さ
ん

に
指
導
を
仰
ぎ
、
稲
の
エ
タ
ノ

ー
ル
実
証
事
業
に
手
を
挙
げ
て

は
ど
う
か
。 

　先
輩
の
加
藤
さ
ん
に
会

っ
て
、
指
導
を
仰
い
で
み
た
い
。 

 

加
賀
　
博
昭
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

自
民
公
明
連
立
内
閣
の 

弱
者
い
じ
め
は
許
せ
な
い 

旧陸軍の稲からアルコール製造の計算例 

両津高校校舎 



　市
債
残
高
と
公
債
費
の

見
通
し
、
建
設
計
画
の
再
見
直

し
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。 

　建
設
計
画
の
見
直
し
を

２
度
行
っ
た
。
合
併
１０
年
後
か

ら
財
政
規
模
は
大
き
く
減
額
す

る
。
佐
渡
市
の
あ
る
べ
き
財
政

規
模
を
見
極
め
て
で
き
る
だ
け

柔
軟
に
着
地
す
る
た
め
に
は
、

事
業
の
更
な
る
見
直
し
も
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

　市
の
一
般
・
特
別
会
計

の
起
債
合
計
は
約
１
０
４
０
億

円
も
あ
る
。
今
後
の
財
政
運
営

を
ど
う
す
る
の
か
。 

　財
政
破
綻
に
陥
ら
な
い

よ
う
建
設
計
画
も
含
め
、
各
事

業
を
で
き
る
だ
け
短
い
サ
イ
ク

ル
で
見
直
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。 

 

　
下
水
道
特
別
会
計
の 

　
　
見
直
し
を
す
る
の
か 

　加
入
金
と
使
用
料
で
は

維
持
不
可
能
な
下
水
道
事
業
が

巨
額
な
資
金
を
投
じ
て
進
行
中

で
あ
る
。
今
後
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
、
市
債
残
高
の
見

通
し
、
事
業
計
画
の
見
直
し
の

考
え
は
あ
る
か
。 

　下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み

率
が
上
が
ら
な
い
地
域
や
過
疎

地
域
等
で
は
、
他
の
経
済
的
水

洗
化
の
方
法
の
導

入
が
必
要
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
。 

　
　
　
　
　
平
成

１６
年
〜
２５
年
の
下

水
道
建
設
事
業
費

は
３
７
４
億
１
０

０
０
万
円
。
平
成

１８
年
度
の
一
般
会

計
か
ら
繰
入
金
額

は
１８
億
７
０
０
０

万
円
、
市
債
残
高

は
２
５
７
億
９
０

０
０
万
円
。
今
後

は
集
合
処
理
、
個

別
処
理
の
経
済
比

較
を
し
な
が
ら
進

め
る
。 

 

　
国
営
か
ん
が
い
排
水 

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て 

　国
・
県
・
団
体
営
の
事

業
費
と
市
の
負
担
額
、
ま
た
維

持
管
理
費
は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
国
営
は
７
４
０

億
円
で
市
の
負
担
２８
億
７
０
０

０
万
円
、
県
営
は
４２
億
円
で
市

の
負
担
８
億
４
０
０
０
万
円
、

団
体
営
は
６４
億
４
０
０
０
万
円

で
市
の
負
担
は
５
７
０
０
万
円

で
あ
る
。 

 

金
光
　
英
晴
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

財
政
の 

　
見
通
し
に
つ
い
て 

　「
佐
渡
島
」
は
文
部
省

の
「
標
準
地
名
」
の
地
図
帳
に

は
、
な
ぜ
か
「sadosim

a

サ
ド

シ
マ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

一
日
も
早
く
「
サ
ド
ガ
シ
マ
」

に
統
一
す
べ
き
だ
。 

　
　
　
　
佐
渡
は「
サ
ド
シ
マ
」

が
標
準
地
名
だ
が
、
省
庁
や
辞

典
等
で
相
違
が
あ
る
。
変
更
に

は
「
島
民
の
同
意
後
、
海
上
保

安
庁
と
国
土
地
理
院
へ
申
請
」

の
手
続
き
が
必
要
。
同
意
形
成

に
は
議
論
が
い
る
と
考
え
る
。 

 

　「
亀
脇
ー
椿
尾
線
」
の 

　
　
　
　
　
整
備
計
画
を 

南
部
の

住
民
に
は
、
救

急
３０
分
圏
で
重

要
。
眺
め
が
良

く
、
人
気
の
観

光
道
路
と
も
な

る
。
早
急
な
整

備
を
求
む
。 

　
　
　
　
　
平

成
６
年
に
県
道

佐
渡
一
周
線
に

認
定
。
未
登
記

地
は
あ
る
が
重

要
な
路
線
。
登

記
作
業
を
進
め

な
が
ら
、
県
に

工
事
開
始
の
依

頼
を
し
て
い
く
。 

 

畜
産
振
興
策
に
つ
い
て 

畜
産
は
、
今
が
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
。
現
状
と
今
後
の
方

針
を
示
せ
。 

 

今
年
は
、
①
繁
殖
経
営

へ
の
後
継
者
が
数
人
芽
生
え
た
、

②
共
同
畜
舎
の
建
設
が
外
海
府

で
開
始
、
③
異
業
種
参
入
の
大

規
模
経
営
が
ス
タ
ー
ト
、
等
で

佐
渡
の
畜
産
業
に
新
た
な
動
き

が
始
ま
っ
た
。
市
は
今
後
と
も

畜
産
振
興
を
進
め
る
。 

 

地
域
医
療
計
画
か
ら 

①
計
画
は
佐
渡
病
院
の

移
転
計
画
を
含
む
か
、
②
羽
茂

病
院
の
覚
え
書
を
継
続
す
べ
き
、

③
市
民
病
院
の
巨
額
な
累
積
赤

字
を
ど
う
す
る
の
か
。 

　
　  

①
移
転
計
画
は
入
っ
て

い
な
い
。
②
全
域
の
医
療
計
画

の
中
で
改
め
て
議
論
す
る
。
佐

渡
病
院
長
か
ら
「
羽
茂
病
院
は
、

厚
生
連
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
」

の
約
束
が
あ
っ
た
。
③
赤
字
に

正
面
か
ら
取
り
組
み
改
善
に
乗

り
出
す
時
期
で
あ
る
。  

村
川
　
四
郎
　
議
員 

一
般
質
問

一
般
質
問

「
佐
渡
島
」
の 

　
　
　呼
称
統
一
を 

整備が急がれる亀脇―椿尾線 

巨額を投じるかんぱい事業（小倉ダム） 


